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概要
創立116年目

全日制普通科・単位制

岡山県美作市唯一の県立高校

学年120人定員（３クラス）

多様な進路

ICT

2018年度入学生から

ひとり１台 Chromebook (BYAD)

全教室にプロジェクタ、スクリーン完備

敷地内Wi-Fi完備

2021年 Google for Education 事例校認定

2022年 JAET 優良校認定

授業改善
2017-2019年度(３年間) 文科省指定

基礎学力の定着に向けた学習改善事業

2021年度(１年間) 県指定

１人１台端末活用推進事業

2023年度(１年間) 文科省指定

リーディングDXスクール事業

林野高校紹介

03

01



04



授業改善に向けた研修
全14回の全体研修

職員会議後の研修（７回）

外部講師による研修（５回）

長期休業中の研修（２回）

授業公開週間（２回、各２週間）

教科研究会（５教科各２回）

Google Chat で情報共有

先進校視察
宮城県仙台第三高等学校

千葉県船橋市立飯山満中学校

兵庫県立星陵高等学校

神奈川県相模原市立中野中学校

他、県内外の多数の学校(小中高)を視察

対面・オンラインの学習会に参加

情報発信・横展開
授業公開週間（６月１週間、11月２週間

）

公開研究授業（５教科１〜２回）

美作市など近隣市町村小中学校との連携

他校の校内研修やセミナーに講師派遣

各種データ提供

HPやSNS等で情報発信

実践の概要
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指定事業の肝

「授業観の転換」

# 生徒ひとりひとりを主語に

# 個別最適な学びと協働的な学び

# 探究的な学び

# 複線型授業

# 白紙共有・途中参照・他者参照

# ICTの必然性
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授業改善
途中参照・他者参照のためのICT

「学びの手引き」を示し生徒主体の授業へ

「トイジャム」でレベル別の問いを示す

クラウドを活用した振り返りと「学びの

ポートフォリオ」(メタ認知と自己調整)

家庭学習の充実
集団(学校)での学びを個に落とし込む工夫

授業での学びを深化させる工夫

個に応じた課題

反転学習

→家庭学習事例集を作成

校務の効率化
情報共有の効率化

(朝礼シート・Google Chat 等)

Cloud by Default の促進

成果
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学校全体の

ベクトルは…

（４月）日常的な端末活用を！生徒に使わせましょう。

（７月）大目標「生徒の視点で学びを選択する場面を創出する」

（８月）「単元を貫く問い」の設定、単元で１回探究活動の計画

（９月）生徒に任せる場面を設定、生徒が学ぶ内容や方法を選択

（12月）「学びの手引き」を示し、個別に学習を進める
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校内組織の再編
授業改善＋ICT → 授業改革PT

授業改善＋ICT → 情報セキュリティ

室

カリキュラム → 教育課程委員会･WG

＊業務の焦点化、明確化

引き続き、授業改善！
自律的に探究できる生徒

の育成を目指して

生徒が自分で理解が深まるような

学習の流れを計画して学ぶ(泰山先生)

探究への挑戦

授業スタンダードの全面改訂

授業公開週間の実施方法の見直し

旗振り役として
取り組みを広く公開する

研修等の講師派遣、セミナー等登壇

地元市町村教委と連携継続

挑み続ける！

課題と今後の展望
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岡山県立林野高等学校

ご清聴

ありがとうございました


